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我々の世界を変革する（Transforming our world）

2

● この偉大な共同の旅に乗り出すにあたり、我々は誰も取り残されないことを誓う。人々の尊厳は基本的なものであるとの認
識の下に、目標とターゲットがすべての国、すべての人々及び社会のすべての部分で満たされることを望む。そして我々は、
最も遅れているところに第一に手を伸ばすべく努力する。-Para 4

- 外務省仮訳

● 脆弱な人々はエンパワーメントがなされなければならない。新アジェンダに反映されている脆弱な人々とは、子供、若者、障
害者（その内 80％以上が貧困下にある）、HIV/エイズと共に生きる人々、高齢者、先住民、難民、国内避難民、移民
を含む。- Para 23

● 包摂的で持続可能な経済成長の継続は、繁栄のために不可欠である。これは、富の共有や不平等な収入への対処を通
じて可能となる。我々は、すべての人々のための働きがいのある人間らしい仕事をはじめとして若者の雇用促進、女性の経
済的エンパワーメントの促進を通じダイナミックかつ持続可能な革新、人間中心の経済構築を目指す。すべての国々は、生
産性と職務を達成するために必要とされる知識や技能、社会に参入できる能力を備えた、健全で優れた教育を受けた労
働人口を有する立場にある。- Para 27

● 我々は、貧困を終わらせることに成功する最初の世代になり得る。同様に、地球を救う機会を持つ最後の世代にもなるかも
知れない。 我々がこの目的に成功するのであれば 2030 年の世界はよりよい場所になるであろう。- Para 50 

● 我々は、こうした民間セクタ ーに対し、持続可能な開発における課題解決のための創造性とイノベーションを発揮することを
求める。- Para 67 

人権実現のための目標



SDGs-持続可能な開発目標
（ILOとの関わり）
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ディーセント・ワークは持続可能な開発の原動力

● SDGs目標８：働きがいも経済成長も
○ 「包括的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の
完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇
用(ディーセント･ワーク)を促進する」

● 2030年までに6億以上の新たな雇用を創出し、1日2ドル以下で
暮らす7億8000万人の人々の生活向上を目指す

目標8.7

➢ 強制労働を根絶し、現代の奴隷制、人身売買を終らせる
ための緊急かつ効果的な措置の実施、最悪な形態の児童
労働の禁止及び撲滅を確保する。

➢ 2025 年までに児童兵士の募集と使用を含むあらゆる形
態の児童労働を撲滅する。
ILO Office for Japan / Discussion Purpose Only
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・ディーセント・ワーク

働きがいのある人間らしい仕事＝

人間としての基本的権利と安全や収
入に関する労働条件についての労働
者の権利を尊重する仕事

Decent Work Agenda
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ハンドブック・日系企業の実践事例

ILO－Tokyo2020パートナーシップ
（Fair Play事例集についてはCSOネットワーク様ご協力）


